
 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川での採水風景 

 

 

 

最近、ニュースなどで、PFOS（ピーフォス）、PFOA（ピ

ーフォア）といった言葉を聞かれたことがあるでしょ

うか。これらは有機フッ素化合物と呼ばれる物質の一

種です。PFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸）、

PFOA（ペルフルオロオクタン酸）は図１のような分子

構造をしています。C-F 結合が強固なため化学的に安

定で熱や光にも強く、優れた撥水・撥油性を持つこと

から、PFOSは半導体加工、金属メッキ処理、泡消火薬

剤などに、PFOAはフッ素樹脂加工、界面活性剤などに、

広く工業利用されてきました。しかし、環境中で分解

されにくく、人体や生活環境への影響が懸念されるよ

うになったため、現在は残留性有機汚染物質に関する

ストックホルム条約により、国際的な規制が行われて

います。国内でも法整備が進み、令和２年には水質汚

濁に係る要監視項目に追加されました。 

当センターでは、令和３年度から河川水中の PFOS、

PFOAの測定を行っています。河川水等、PFOS、PFOAの

濃度が低い試料は、そのままでは検出することが難し 

 

図１ PFOS、PFOAの分子構造 

 

いため、水 1L中の PFOS、PFOAを抽出・濃縮し、分析

装置（LC-MS/MS）にかけて濃度を測定します。令和４

年度までに調査した県内河川の濃度は暫定指針値

（PFOS及び PFOAの合計値として 0.05μg/L）以下で

した。 

PFOS、PFOA は測定する上で面白い性質があります。
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通常、分析装置で観測される物質のピークは１山型を

示すことが多いですが、PFOS、PFOAは２山型あるいは

３山型の形状を示します（図２）。これは工業的に PFOS、

PFOAを製造する際、分岐体が副生するためです。分岐

体の炭素数は同じ８個ですが、図１の親油性の部分が

様々に枝分かれした構造を持ち、その一部が手前のピ

ークとなって現れます。分析者にとっては面白いとい

うより悩ましい問題でもあります。分岐体は構造が似

ているので測定できますが、厳密には別物質であるた

め測定誤差の要因になる可能性があり、注意が必要で

す。分岐体の扱いを含め、PFOS、PFOAの測定法は、国

の検討会で検討が継続しており、今後の進展に注目し

ているところです。 

有機フッ素化合物は、PFAS（ペルフルオロアルキル

化合物）とも総称されます。この中には PFOS、PFOAの

“炭素長さが異なる”ものも含まれます。これらの似

た構造を持つ物質についても、同様の有害性が懸念さ

れており、令和５年 11月には新たに PFHxS（ペルフル

オロヘキサンスルホン酸、炭素６個のもの）を規制対

象に追加することが閣議決定されました。他の PFASに

も規制が広がっていくことが考えられ、規制対象が増

えれば、それだけ多くの分析法にも対応していく必要

があります。今後も有機フッ素化合物の情報収集と監

視を進めてまいります。 

 

図２ PFOSピークの特徴（液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析計） 

 

（環境研究部 主任研究員 槇本 佳泰） 

 

 

『いわゆる「大麻グミ」』を食べて、体調不良を訴

えたというニュースが全国で相次いでいます。この

『いわゆる「大麻グミ」』には大麻の有害成分「THC

（テトラヒドロカンナビノール）」に構造が似ている

「HHCH（ヘキサヒドロカンナビヘキソール）」という

成分が含まれていました（図１）。大麻の有害成分で

ある「THC」は、高揚感や知覚の変化、意識障害等を

もたらすことが報告されており、麻薬としても規制

されています。「HHCH」は「THC」に類似した作用を

持ち、健康被害を発生させる危険性が懸念されるこ

とから、令和５年 12 月２日に「指定薬物」となりま

した。 

図１ THC と HHCH の化学構造 

国内における HHCH 等による健康被害状況や大麻

による検挙者数の増加状況などを考えると、広島県

内でも、同様の健康被害がいつ起きてもおかしくあ

りません。 

さらに、最近では大麻から抽出した成分が入った

大麻リキッドや大麻ワックス、グミやクッキーとい

った大麻入り食品（図２）など、様々な製品の摘発

が増加しています。 

 

 

図２ 大麻成分を含む食品例 

（チョコレート及びクッキー） 
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 このような状況を踏まえ、この度、保健環境セン

ターでは、健康福祉局薬務課行政支援事業「法規制

薬物による健康被害防止のための分析法の改良・開

発に関する研究」において、県内での健康被害発生

を想定して、特に大麻入り食品から THC などの有害

成分を取り出し、分析する方法を確立しました。 

薬物成分を高感度に分析できる機器（図３）を使

用して分析を行うため、チョコレート、クッキー、

キャンディといった菓子類から、分析の妨害となる

油や糖分を取り除き、できるだけ不純物が少ない抽

出物にして分析する方法としました。また、実際の

大麻入り食品を用いて開発した方法の確認も行い、

大麻関連の分析依頼がきたときに迅速に対応できる

体制を整えました。 

今回は菓子類を対象としましたが、他の製品にも

対応できるよう、引き続き検討していきます。 

  

図３ 液体クロマトグラフ-四重極飛行時間型 

質量分析計 

 (LC-QTOF/MS) 

 

（保健研究部 研究員 菅田 和子） 

 

令和５年は、全国的にかつてない猛暑に見舞われ

ました。以前と比べて、雨の降り方が変わってきた

と感じている人も多いのではないでしょうか。 

ひろしま気候変動適応センター（保健環境センタ

ー内に令和３年４月設置）では、気候変動の影響と

適応策について知っていただくためのセミナーを年

に１回実施しています。今年度は、令和５年 12 月１

日に、会場とオンラインで同時開催しました。気候

変動は、陸域だけでなく海にも大きな影響を与えて

いることから、今回のセミナーは、海に関わる内容

をメインとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演１「地球温暖化の海洋への影響について」 

広島地方気象台 岩本 久雄氏 

 世界、そして日本も、大気・海洋の温度と二酸化

炭素濃度が上昇しています。また、海洋は二酸化炭

素を吸収することで、大気の二酸化炭素濃度の上昇

を緩和しつつ、酸性化しています。これらの事象に

ついて、長期観測データを基に解説していただきま

した。 

 

 

講演２「気候変動による水温上昇が瀬戸内海の藻

場・藻類養殖に与える影響」 

水産研究・教育機構 水産技術研究所 島袋 寛盛氏 

 海中の森である藻場は温度変化に敏感で、海水温

の上昇によって植生が変化し、減少しています。食

糧生産の場であると同時に二酸化炭素吸収源である

藻場の重要性と、今後の海藻や藻場の生育・分布の

予測について講演していただきました。 

 

 

 

センタートピック 

令和５年度ひろしま気候変動適応セミナーを開催 

セミナーの様子 



講演３「気候変動が瀬戸内海の水質・一次生産に及

ぼす影響について」 

国立環境研究所 東 博紀氏 

現在と将来の気候による数値シミュレーションを

実施し、両結果を比較することで気候変動の影響が

明らかになります。気候変動が及ぼす瀬戸内海の水

温上昇、それに伴う一次生産や栄養塩の変化につい

て、最新の影響予測を基に講演していただきました。 

また、広島県から、保健環境センターが「気候変

動と節足動物が媒介する感染症について」、環境政策

課が「広島県の温暖化関係施策について」と題して

講演を行いました。 

ひろしま気候変動適応センターの HP に情報を掲載

しています。ぜひ、ご覧ください。

(https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tekiou/) 

（環境研究部 担当部長 木村 淳子） 

 

今回、令和４年 12 月に保健環境センターに整備

された２台目のガスクロマトグラフ-トリプル四重

極質量分析計 (GC-MS/MS)について紹介します。こ

れは、気化しやすい有機化合物を分析する機械で、

主に食品，農産物中の残留農薬分析に使用してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

ガスクロマトグラフ-トリプル四重極質量分析計システム 

7010GC/TQ、8890GC、7693A オートサンプラ、 

8697 ヘッドスペースサンプラ 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 選択反応モニタリング（SRM） 

 

（図１ガスクロマトグラフ部）オートサンプラ

で導入、ガス化した分析の対象成分は、ヘリウムガ

スと共にキャピラリーカラムに入ってその他の成

分と分離し、イオン化部でイオンとなります。本機

器では、そのイオンを図１（質量分析計部）で示す

選択反応モニタリング（SRM）で定量します。これ

は、分析の対象成分由来のイオンを第１の質量分

析計（MS）で選択し、そのイオンを窒素ガスと衝突

させて壊し、壊れたイオンから適切なイオンをい

くつか選んで第２の質量分析計（MS）で検出する手

法です。 

従来の GC-MS は質量分析計（MS）が１つです。こ

のため、分析の対象成分と同じイオンを持ち、かつ、

保持時間の近い夾雑物が検体に含まれると、GC-MS

の選択イオンモニタリング（SIM）分析では、対象

成分ピークに夾雑物のピークが加わるため正確な

測定値が得られません。 

しかし、GC-MS/MS では、前述の第２の MS での選

択反応モニタリング（SRM）分析を行うことで、夾

雑物の影響を除いて対象成分のみを検出すること

ができます（図２②）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ①SIM によるクロマトグラム 

②SRM によるクロマトグラム 

シリーズ 分析機器紹介 

ガスクロマトグラフ-トリプル四重極質量分析計 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tekiou/


このような SRM の利点を生かして、現在、微量

成分を正確に分析することが求められる、食品中

の残留農薬分析に関する調査研究を行っています。 

また、本機器は、大部分の有機化合物を分析でき

る水素炎イオン化検出器（FID）、試料中の揮発性有

機化合物を注入できるヘッドスペースサンプラも

搭載しており、幅広い分析に対応可能です。 

（保健研究部 副部長 伊達 英代） 

 

 

 

 

令和４年 10 月６日の地方衛生研究所全国協議会

第 73 回総会において、保健研究部の重本部長が会

長表彰を受賞しました。また、令和５年２月３日の

全国環境研協議会第 51 回総会において、環境研究

部の小田副部長が会長表彰を受賞しました。 

 これらの表彰は、それぞれ、地方衛生研究所また

は地方環境試験研究機関において、調査研究等の業

務に積極的に取り組み、新たな知見の発見、技術の

開発・向上や衛生・環境行政の推進等に特に優秀な

功績を挙げた者に贈呈されるものです。 

 重本部長は、10 種類の下痢症ウイルスを３つの

PCR 反応で検出する包括的検出法を開発したことが

主な受賞理由です。非常に有用な検査ツールとして

保健環境センターにおける行政検査業務に利用され

ているだけでなく、日本食品微生物学会の論文賞や

地方衛生研究所全国協議会 70 周年記念事業におけ

る学術貢献賞を受賞するなどしたことが高く評価さ

れました。 

また、小田副部長は、「瀬戸内海の環境保全に関す

る研究・事業」の推進に関して、海域における底層

環境の変動把握等の研究におけるチームリーダーと

して県の瀬戸内海環境保全に係る研究業務をけん引

し、関係事業課へも成果を還元していること等が評

価されました。 

 

受賞のコメント 

〇重本部長 

 今回の受賞につきましては、ご指導いただきまし 

た諸先輩方をはじめ研究部のスタッフの皆様に感謝

申し上げます。今後は、これまで培われた経験等を

後進の指導という形でお役に立てればと考えており

ます。 

 

 

 

 

 

 

重本部長の研究成果の一部を掲載 

 

〇小田副部長 

 この度の受賞につきましては、皆様からご指導い

ただいた成果と考えております。また、瀬戸内海の

研究を通じてお世話になったすべての方々に厚くお

礼申し上げます。今後も水環境行政・研究を通じて、

お力添えができましたら幸いです。 

 

小田副部長の研究成果の一部を掲載 

        

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

             

    

     

    

        

        
         

      

       

      

       

        

       

        

                                  

                                               
                                                        
                              

             

      

                                 

                      

          

                           

       

         

        

                    

                             

          
                      

表彰紹介 

地方衛生研究所全国協議会及び全国環境研協議会会長表彰 



バックナンバー

当センターをもっとお知りになりたい方は、こちらを御覧ください。 

・ 「 ひろしま保健環境だより」  h t t p s : / /w ww . p r e f . h i r o s h i m a . l g . j p/ s o s h i k i / 25 / t a y o r i . h tm l  

第 8号（令和  4年11月）：新型コロナウイルス検査対応の紹介ほか 

第 7号（令和  2年  2月）：令和元年度研究発表会開催ほか 

第 6号（令和元年 11月）：ノロウイルス検出状況の紹介ほか 

第 5号（令和元年  6月）：かき養殖海域調査の紹介ほか 

第 4号（平成31年  2月）：化学物質エコ調査の紹介ほか 

第 3号（平成30年11月）：四川省との国際交流事業の紹介ほか 

第 2号（平成30年  6月）：ダニ類媒介感染症の紹介ほか 

第 1号（平成30年  3月）：迅速前処理カートリッジの紹介ほか 
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